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県本部評議会オルグ報告書

県本部名　　　　　　　　　　　　オルグ報告者　　　　　　　　　　　　

オルグ実施日　　　　　月　　日　オルグ実施会議名　　　　　　　　　　

県本部対応者：・現業評、公企評幹事全員　
　　　　　　　・現業評幹事＋公企評三役
　　　　　　　・公企評幹事＋現業評三役　
　　　　　　　・現業評三役＋公企評三役
　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


1. 県本部方針決定の関与について
（1）方針決定議論への参画
現業・公企統一闘争に取り組むにあたって、県本部が設定する闘争方針に対し、現業評・公企評の意見をどのように反映しているか、あるいは反映できていない県本部については、なぜ反映できていないのか聞き取りしてください。　　
その上で、反映できていない県本部には、当事者である私たちが主体的に取り組むべき闘争であることを指導してください。
・現業・公企職場の現状や課題を方針決定に反映させている。
・評議会の一部役員が方針決定の議論に参加している。
・評議会の意見は反映されていない。
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※反映できていない県本部の理由（具体的に記入してください）



※今後、反映していくために必要な取り組み





【三役・常任委員コメント】
	




（2）闘争の推進にむけた方針決定・単組への周知について
県本部が決定した闘争方針を現業評・公企評に周知・徹底するため、どのような取り組みを行っているか聞き取りをしてください。その上で、会議等での提起のみで周知を行っている県本部については、不十分であること、また丁寧なオルグなどを通じて闘争の推進を図っていくことの重要性を伝えるなど適切な指導を行ってください。
1 現業評議会で方針の確認を行った機関会議名　　　　　　　　　　　　　　　
　②各単組評議会への周知方法
※機関会議で確認した方針をどのように各単組評議会に周知しているか確認




【三役・常任委員コメント】
	




（3）各単組オルグの実施方法について
　　これまで単組（評議会）オルグが実施できていない実態があります。またウエブを活用してのオルグの実施もありますが、闘争の推進にむけては、これまで以上に丁寧なオルグの実施が求められています。これらを踏まえ、各県本部におけるオルグの実施状況について確認してください。その上で、オルグ方法やオルグ内容について適切な指導を行ってください。
1 単組オルグの実施状況
・すべての単組オルグを実施している　
・重点単組を指定して単組オルグを実施している
・ブロックを設定し、ブロックごとで実施している
・オルグは行えていない
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※オルグを行えていない県本部はその理由を記載してください
そのうえで、オルグに変わり、どのような手法で単組と意思統一しているか確認



　
【三役・常任委員コメント】
	




2 オルグ団の構成
・県本部執行委員など県本部役員と現業評・公企評役員が協力して実施
・県本部執行委員など県本部役員のみで実施
・現業評・公企評の役員のみで実施
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 オルグの対象者
・単組執行委員長や書記長など基本組織の役員と評議会役員に対し実施
・単組執行委員長や書記長など基本組織の役員のみに実施
・評議会役員のみに実施
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　
4 オルグ内容
・県本部が設置した闘争委員会等でオルグ内容を確認し、意思統一を行って実施
・オルグ内容は確認しているが、意思統一は行わず実施
・オルグ内容、意思統一は行わず、オルグを行う人の判断で実施
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【三役・常任委員コメント】
	




2. 統一闘争の推進について
（1） 前年度の課題に対して課題を克服するために今年度取り組みを進めた内容について確認してください。そのうえで課題が解決できたか、もし課題が解決できていない場合は、何が出来て、何が出来なかったのかを確認し、適切な指導を行ってください。
【前年度の総括を踏まえた取り組み内容】



【解決できた課題の要因】



【解決できなかった課題の要因】
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（2） 統一闘争を推進するにあたり、県本部評議会が抱える課題について確認してください。その上でご自分の経験を踏まえ、適切な助言をお願いします。




【三役・常任委員コメント】
	




（3） 各評議会が抱えている課題についてどのような対策を行っているか、あるいは、今後、どのような対策を行う予定かを確認してください。




【三役・常任委員コメント】
	




（4） 統一闘争を推進するにあたって、自治体当局が県からの助言を理由に合理化提案をしてくる事例が報告されています。評議会が実施した総務省の要請議事録を参考に、そのような助言をさせないため、県の市町村課に対し、要請行動を行っているか、確認してください。
　要請行動を実施していない場合は、要請行動の重要性などについて適切な指導を行ってください。
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（5） 統一闘争を推進するにあたって、本部への要望などを聞き取りしてください。なお、要望等については、できるだけ詳しく聞き取り、本部へ報告してください。
※要望など本部に対するご意見（できるだけ詳しく）




3. 次年度以降の現業・公企統一闘争について
2025現業・公企統一闘争の取り組みについて（取り組むにあたっての課題、本部への要望など）について評議会の考え方の聞き取りを行ってください。
※取り組みの可否、取り組むにあたっての課題、本部への要望など



3

